






























旭川大学 副学長 髙 波 澄 子
―7―
旭川大学経済学部紀要 第79・80合併号（2021年３月）
大は、当該患者の治療にあたる医療機関の非常な逼迫状況と、それに伴う医療職の激務という厳し
い現状を突きつけている。
本学においてもこの感染症対策に全力で取り組んでいるところである。一日も早い収束、いや終
息を願うばかりである。
